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胸骨 .221(3)害

と
ど
も
の
事
故
は
午
後
一
一
時
か
ら
六
時
の
下
校
後
に
多
く
発
生
し
て
い
る

i

市
内
で
一
一
益
事

故
の
多
い
国
道
一
一
一
九
号
線
の
横
断
歩
道
で

を
お
い
て
宍
噛
安
全
慰
組
の
普
及
ら
ケ
ほ

か
ろ
う
一
と
す
る
も
の
で
す
。

①
こ
ど
も
と
老
齢
者
の
紫
遜
貴
金

の
確
保

お
と
な
の
主
通
ル
ー
ル
理

K
に
灯
す

る
ζ
ど
も
の
批
判
は
き
び
し
い
も
の
が

あ
りJま
す
。
す
べ
て
の
お
と
な
た
売
は

次
の
四
つ
の
こ
と
が
ら
を
よ
く
守
白
、

お
と
な
と
し
て
萌
範
的
金
行
を
興
嵩
ず

る
必
要
が
あDま
す
。
こ
れ
が
ζ
ど
も

の
事
故
防
止
に
も
結
び
つ
く
の
で
す

H
C

O
揖
道
完
通
行
す
る

。
捗
遁
・
白
骨
返
の
区
別
の
な
い
議
路

で
ほ
、
日
唾
婚
の
右
側
白
は
し
に
よ
っ

だ
占
7
s
一
削
間
市
曹
養
主
億
円
市
民
文
時
売
を
離
寸
溜
命
応
あ
り
な
が
勾
物
在
住

一
寸
持
捕
の
母
子
人
、
こ
の
う
一

i一
山
間
旬
以
』
俳
の
棟
。
選
者
と
し
入
れ
て
拘
っ
たhu、
儲
け
た
り
古
品
こ
と
が

主
人
、
向
車
一
一
人
起
一
削
ん
で
お
な
じ
ヰ
の
り
詰
警
寄
ら
泣
い
@
身
体
時
間
に
加
え
て
荊

C

い
ま
万
一
ば
ん
事
故
田
一
側
一
さ
ん

l
i故
ゴm
mゆ
段
門
弱
の
故
ち
あ
り
、
つ
い
に
嗣
占
々
地
去
ら
一
め

刊
は
凶
】
司
自
A
h
s九
け
蝉
宇
一
間
る
さ
ヨ

一
山
間
宮
下
の
単
純
と
し
℃
、
l

じ
て

l

店
、
次
兄
の
予
仏
い
な
ど
し
で
書
た
が

で
一
由
同
一
J
1件
、
胤
百
一
号
一
州
連
，
得
一
弘
ず
の
一
器
刷

i
y
u
γ

し
会
初
旬
だ
け
が
開
手
の
ぺ
去
が
い

J完
全
司
て

(
語
埠
)
自
八1

ハ
判
、
童
疎
一
棚
引

i

ゐ
主
主
け
己
主
人
・
2
品
:
誌
に
こ
め
て
引
り
航
行
ご
。

書
道
路
と
続
い
て
い
ま
ナ
a

尚
一
糊
吋
飛
ヨ
平
君
襲
、
車
百
二
十
九
議
店
主
婦
、
一
一
封
一
妻
子
つ
け
た

巾
ー
で
は
、
庁
可
能
間
借
か
ら
午
捷
八
時
一

1
1

《
』
司
ノ

一
酬
川
ひ
'
融
』
色
町
乱
啓
す
る
日
告
ら
…
同
が
、
次
男
は
天

F
E婆
は
戦
後
町
芦
レ
い
な

に
が
全
体
の
ニ
十
珍
そ
し
め
て
い
ま
一

1
5

茸

間
区
別
で
は
議
員
が
一
吉
一
問
主
返
事
長
、
温
厚
主
主
襲
し
だ
定
議
ぐ
に

一
山
間
"
な
人
柄
と
初
心
者
へ
の
観
自
由
高
さ
に
て
品
過
す
品
一
一
店
主
事
一
え
た

γ仲
ず
つ
お
き
て
お
夕
、
究
省
も
だ
一
開

示
日
…
悪
霊
ぷ
長
、

c
日
値
目
や
も
め
の
館
1ぎ
主
し
賓
へ
む
怨
晶
該
当

官
ん
歩
仏
状
刑
問
で
、
控
品
目
と
品
開
曜
の
一
時

一
山
間
“
人
独
特
の
も
の
と
し
て
同
一
時
の
と
の
ご
判
に
韓
ん
で
い
品
。

桝
と
も
い
え
る
土
e
自
の
行
革
日
開

D

一
担
一
郎
好
占
の
北
ハ
串
伊
同
町
ん
て
い
る
。
平
境
に
は
一
一
十
=
岸
特
併
、
了
十
六
年
平

号
、
に
世
今
運
転
が
必
想
で

1
9
と
一
i一
出
目
ド
さ
ん
、
通
蒋
壮
介
、
京
告
は
一
協
同
円
。
塩
引
綿

y
m
F
存
一
剣y、
俳
訟
「
円
魚
』
埼
特
而

(
リ
ヤ
川
、
、
千
れ
凶
阿
イ
円
の
事
故
の
つ
一
時

一
間
開
伊
懇
駅
前
川
の
間
服
開
の
一
一
一
一
明
に
斗
干
支
れ
た
@
と
の
八
月
に

A

九
は
り
か
一
明
え
る
。
凶
行
省
出

小
少
わ
者
事
前
は
コ
一
再
八
刊
で
抗
占
一

H一
間
出
向
引
け
ナ
ヘ
円
入
試
帯
構
に
腕
ふ
く

b
ま
せ
冗
十
人
。
指
導
官
官
げ
た
品
f
二
百
人
。
酔
ま

←
入
、
奈
川
点
二
白
川
1
4
人
と
P
4一H一

間
ζ

い
た
J
i問
揮
の
階
、
足
の
員
掛
川
肉
で
お
れ
れ
ば
ど
乙
ま
で
も
一

A
t
H出か
一
け
g
げ
に
せ
ず
山

死
亡
端
が
凶
閉
め
℃
同
く
な
っ
て
き
一
日

一
郎
脚
切
断
と
い
う11い
な
山
口
に
め
い
、
内
印
刷
佐
和
け

Y

行
可
。
と
ミ
に
初
心
占
に
は
親
間
一

c

r
止
す
。
漬
物
小
乱
開
に
も
晶

f
λは
あ
一
目
一
郎
組
問
刻
一
さ
ん
(
一
珂
時
期
中
将
)
ら

1
mを
あ
る
。
ヌ
め
掛
害
患
の
人
集
い
あ

志
す
が
歩
行
必
聞
の
ず
遁
ル
1

ん
一
首

、
、

a
iニ
J
ゐ
一
側
出
闘
っ
て
い
た
仲
間
選2
y

版
の
中
主
げ
よ
コ
と
し
な
い
。
日
営
基
き
で
考
え
は

、
ム
白
J、
寸Jノρげ
八
ゴ
←
務
も
あ
一
!

一
削
叫
に
な
っ
た
む
に
ひ
さ
く
ら
べ
、
日
円
げ
は
込
与
路
下
に
が
む
が
よ
い
。
私
は

}
E
A
訴
に
作
れ

っ
た
の
は
時ιペ
ヌ
乙
と
で
言
。
…
ば
一
日

一
間
山4
4
i
d

断
念
じ
た
ば
か
り
カ
結
般
に
間
苦
れ
℃
脳
ぬ
人
役
相
場
す
る

ζ
t
c
モ
現
の
俳
句
遂
と

多
い
の
が
路J
へ
の
飛
び
出
し
で
九
一
自

一
閉
山
い
み
じ
め
ゑ
青
春
タ

4
時
っ
た
。
伯
父
山
影
朝
恩
コ
。
大
衆
の
中
に
駒
山
佐
一
ぷ
し
く
み
る
映
を

ほ
か
読
通
行1
車
の
一
封
一
則
削
タ
受
7

て
十
れ
瀧
か
ら
俳
句
一
に
興
昧
吃
も
っ
背
て
て
地
き
た
い
』
と
い
う
。
判
句
の
お
絵

絹
陣
誌
の
構
以
内
幼
児
の
ひ
と
り

h
p一
時
也

一
郎
カ
庁
、
向
車
従
来
語
と
仲
如
く
な
っ
た

←
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
と
ど
も
の
一
員

一
聞
の
凶
器
主
主

i
j

量
豊
富
量
豊
富
i

晶
、
主
義
り
あ
い

敢
止
一
一
日

H
J
t八
件
で
列
者
一
人
、
負
一

H

吉
川
毅
緩
畿
緩
務
綴
緩
畿
綴
機
綴

一
則
的
判
に
あ
え7
Pい
ら
援
制
緩
鱗
議
翠
饗
綴
線
機
難
。
ぞ
み
つ
り
に
正
夫
捕
以

F

十
一
一
人
と
な
っ
て
い
ま
一

n
t

，
綴
毅
綴
綴
鵜A
議
綴
綴
綴
際

一
関
ず
、
震
と
指
数U
J〉
議
忍
ご
道
線
緩
鳴
と
い
ろ
い
ろ
な
人
伐

の
、
ζ
の
っ
ち
山
寸
公
織
の
却
児
京
一
時

f
￠
・
綴
毅
欝
滋
綴j
h
A
F
h
j
d

議
麟
前

)
〉

L

一4
3
2
1
5
L

問
削
な
カ
で
端
的
安
ら
Z
{

綴
緩
緩
総
務
懇
繁
務
綾
際
線
開
相
説
ま
で
引
受
け
る

a

i

i

L

i

t

i

-

-

i

j

 

日
日
j
o
Mけ
い
引
一
蹴
を
決
め
て
い
た
天
沼
繍
麟
麟
鶴
欝
鱗
鱗
羅
戸
丹
の
誌
は
僻
句
の
指

J
i
;
i
f
J

側
先
、
臼
霊
山
浪
の
f
-
z

議
議
議
警
護
欝
立
に
忠

U
て
い
る
。

一
入
暗
弱
で
す
。
い
法
さ
に
的
親
仁
手
一

i
A
F

機
縁
綴
緩
綴
緩
綴
綴
滋
綴
織

一
刻
思
に
抽
く
ひ
か
れ
、

d

緩
く
乙J
J
W

綴
'
と
の
問
、
三
十
一
一
厚
鍔

ど
っ
て
も
ら
っ
た
ζ
ど
も
も
、
と
れ
一
i

咽
i
;
1
1
3
2
1
2
3
j
i
r
E

ミ
t
i
e
g

一
間
制
大
1

七
年
七
斥
取
創
世
:
一
山
町
北
山
。
沼
十
時
一
…
年

内p
b
Qひ
と
り
訴
き
て
診
宇
一
校
で
す
。
一

i酬
酬
の
門
が
一
た
た
い
た
。
弟
決
か
ら
円
俳
句
は
第
一
一
旬
持

ρ

来
年
は
知
一
一
一
旬
艶
刊
行
の
予
定

ハ
分1
家
庭
で
も
秩
滋
し
掴
唱
し
て
く
一
時

一
期
活
発
で
は
な
い
。
俳
句
は
真
〈
ま
こ
と
)
ホ
ず
ん
二
二
十
六
花
駄
に
い
た
凶
酬
の
且
浪
句
碑

~
ざ
い
ま
た
、ζ
ど
も
的
事
般
が
午
一一間

で
あ
りJ、
人
間
品
行ω
湾
U
あ
る
。
途
巾
で
芳
一
故
榔
伊
勢

U郡
山
込
捧
与
に
掛
見
守
~
四
十
二

占
一
時
か
ら
年
後
ア
時
(
つ
ま
り
下
校
一
持

一
印
刷
や
め
る4つ
な
ら
は
じ
め
か
ら
や
る
な
。
ゃ
れ
私
に
は
叩
探
山
間
之
出
前
島
神
社
指
内
に

む
に
書
く
発
庁
じ
て
い
ゐ
丙
も
よ
く
一

1

ベ

一
掛
る
な
ら
一
ぺ
や
り
過
す
こ
と
が
一
ゃ
れ
』

t
動
芹
拙
べ
九
日
婦
の
句
印
刷
『
五
日
段
落
ち
し

議
じ
て
、
簿
一
起
で
の
釘
八
主
教
雨
空
む
一
日

『
二
期
く
戒
め
ら
れ
た
と
い
う
。
石
捕
に
せ
っ
せ
と
高
し
ん
か
λ
と
殺
り
け
り
』
が
濯
で
ら
れ

』
レ
」
允
吉
た
い
も
の
で
、
3
7
1

』
一
細
書
す
る
←
吋
ぺ
常
国
間
七
震
な
ど
古
血
(
晶
、
伊
千
=
犀
軟
に
は
雇
の
稼
土
神
伊
勢
原
町

田
円
」
と
に
ふ
え
る
大
通
事
故
に
対
し
一
宮

言
こ
と
し
ら
露
間
街
灯
、
室
一
欄
文
学
醤
謀
説
、
特
に
之
宮
存
一
径
を
の
芳
審
議
官
門
下
生
一
君
事

一
、
道
路
反
射
一
終
ガ

L

レ
ー
ん
な
一
捌
同
国
高
生
死
一

ω
指
宅
駒
郡
じ
た
バ
士
の
泣
行
の
記
念
に
還
っ

a
H
N
hり
し
ち
艦
よ
談

ニ
巡
の
ま
施
設
の
議
長
刀
し
一
脚
に
渋
い
暗
雲
言
、
一
伎
の
指
針
と
な
っ
霊
&
の
話
量
す
じ
さ
れ
た

e

後

主
、
道
霊
は
市
侵
ひ
と
り
ひ
一
糊
た
と
い
う
。
当
時
、
心
な
い
他
人
か
ら
不
真
理
語
界
に
主
喜
ぎ
、

w是
正

Z

暴
走
警
完
全
げ
る
一
問F
重
さ
れ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
替
、
霊
前
、T

戸
一
隅
、
季
妻
、
由
利
活

)
の
で
弐
一
一
言
侍
そ
の
心
情
高
に
も
ら
し
た
と
こ
ろ
一
二
山
雲
、
霊
峰
、
中
蓄
財
問
ら
の

も
之
異

ζ
E

出
府
議
室
年
一
附
か
ね
て
毒
薬
め
ら
れ
て
い
た
語
訳
句
集
も
出
る
ほ
か
白
晶
ニ
白
室
念
書
同
町

ス
ロ
1
5

空
み
ん
な
妥
F吋
な
お
一
馴
ら
莱
琵
と
い
う
苦
じ
い
害
警
れ
績
も
準
備
官
官
。
ご
男
一
女
装
霊

て
ふ
ま
し
ょ
え
を
れ
か
ら
、
議
一
酬
だ

ζ

れ
は
村
市
の
雪
面
署
員
交
立
、
議
-
石
室
は
十
年
前
再
婚
し
た
謀

議
議
へ
の
加
入
も
お
忘
れ
な
く
。
一
鵬
流
品
。
鵠
議
勇
治
不
ぎ
か
ら
と
つ
ま
と
の
ふ
た

D
e

内
ぎ
る
事
冬
古
田

カ
ジ
と
す
る
、
お
一
雪
が
事
故
一
捌
た
も
め
文
書
は
他
人
が
何
と
云
お
う
と
闘
に
目
白
あ
た
と
の
心
境
明
言

e

繁

一
も
と
口
盟
主E

一
糊
遣
の
仲
間
に
な
ど
な
妻
、
ひ
と
え
笠
宮
な
終
紫
室
、
宅
、
蓄
に
誇
る
。
ピ

無
理
、3一
る
な
警
に
見
一
そ
も
一
側
高
く
し
い
来
鴻
の
ぞ
住
吉
よ
、
と
め
揮
の
が
襲
。
撃
を
も
手
俳
句
ひ
と
す
じ

い
は
速
い
(
害
者
向
乞
一
糊
か
ち
脅
け
て
く
れ
た
も
む
と
い
う
。
い
ら
に
集
。
て
き
た

ζ

と
が
言
宅
健
康
革

い
つ
も
白
な
れ
た
と
お
わ
dで
も
た
一
酬
い
訓
刑
務
と
号
し
て

-
A「
什
日
及
ぶ
。
長
兄
は
東
祭
事
た
原
因
と
い
う
。
七
十
一
説
。
位
前

き
い
て
た
ど
し
く
お
長
一
側
一
店
長
て
銀
行
員
、
次
兄
は
室
長
舗
の
は
言
語
富
ノ
つ
ハ
竿
審

ε
ど
も
E

同
議
室
幸
子
に
堂
、
男
筆
書
流
・
露
骨
E
T
u
i
s
-
一
龍i



一
一
一
市
清
掃
君
、
君
主
頼
む
と
き
は
、
市
役
所
情
要
望

額
一
一
一
塁
帯
広
一
高
千
、
し
僚
は
…
一
万
三
宮
替
の
明
白
)
、
印
と
震
簿
捕
霊
料
は
守
主
・
一

銭
一
一
一
一
千
世
帯
を
一
受
け
持
っ
て
い
る
・
い
構
成
(
例
え
ば
続
柄
、
牛
年
月
臼
)
般
家
底
は
蜘
一
一
料
、
世
田
宅
氏
ど
的
埼
合

匿
一
一
一

孝
一
一
一
聾
覇
鰯
ず
れ
も
会
民
帯
の
加
計
強
が
わ
か

(
Z
E申
し
、
込
ム
3
4
2・0

五
十
円
以
上
ぜ
市
立
の
安
め
に
額

遜
一
ニ
績
吋
一
禽

新
一
一
孟
宮
路
「
〈
あ
り
、
な
お
増
加
の
傾
{
処
理
者
警
官
、
中
止
の
竪
マ
し
尽
空
調
(
基
本
割
一
か

健
一
一
一
鶴
岡
踊
醐
向
ら
め
る
。
浄
化
そ
う
の
新
設
、
軍
霞
的
改
築
な
月
一
一
一
人
以
下
以
箆
却
丹
、
白
人
以
上

地
一
一
一
趨
蕗

a
鰯

、
問
一
一
一
韓
関
働
新
規
‘

!
P
}
L
E
a
a

拍
一
自
立
い
は
品
開

Z
V

に
も
ま
、
近
年
慈
し
い
紅
会
増
(
人
口
)
芝
せ
る
神
田
喜
君
、
横
内

A

震
を
童
、
書
締
濯
機
内
小
学
校
一
一
一
曜
に
長
ご
み
し
蝶
の
手
続
季
語
ハ

2

一

A
学
校
か
ゐ
一
塩
草
在
家
離
独
妥
袋
、
町
四
月
か
ら
品
議
十
一
一
手
級
モ
ス
タ
ー
ト
す
る
と
円
拍
手
長
。
四
十
玄
存
度
は
咋

m
Z

小
学
校
一
一
一
欝
崎
臨

E
ご
十
一
手
紙
、
約
八
百
入
信
曹
が
増
加
、
喜
一
一
室
主
寧
組
、
一
万
一
美
更
に
〉
キ
く
れ
る
と
い
う

e
p
z

ハ
富
士
一
一
一
輯
盤
己
記
。

;
i

期
九
月
、
第
三
溺

!
岡
田
階
段
比
一
一
一
割
議
理
主
し
込
装
濯
や
、
ど
で
一
処
理
を
取
り
消
す
と
き
は
必
ず
十
一
一
一
局
第
四
期
一
角
の
図
面
)

転
入
出
、
年
間
二
万
六
千
人
主
題
一
昨
年
一
年
間
に
約
六
丈
島
人
口
が
地
区
店
社
会
害
事
、
自
主
は
決
議
校
在
、
富
一
一
一
露
盤
主
議
品
し
を
す
る
揚
号
室
。
主
、
話
転
出
入
や
産
量
制
(
す

Jブ
ト
ん
に
つ
き
一

宮
本
山
の
都
市
化
は
め
ざ
ま
し
と
、
一
増
加
、
特
に
語
、
章
、
神
田

-
Eも
の
が
雪
。
一
げ
る
煽
襲
の
増
加
に
対
処
し
た
も
の
一
収
容
す
る
も
り
で
、
現
在
の
富
小
学
一
一
一
言
次
の
喜
で
必
ず
届
け
出
を
し
を
出
雲
ど
家
族
に
室
主
盟
十
一
民
支
払
い
は
作
業
自
の

グJ
i
g
s怒
誤
差
官
豊
富
?
?
一
市
喜
重
言
、
昭
和
四
十
耳
石
器
包
十
一
一
一
年
度
に
決
ま
っ
た
一
校
か
ら
分
離
、
翌
喜
習
か
ら
一
ス
一
一
一
で
ほ
し
い
。
っ
た
と
き
も
同
じ
溜
け
出
を
。
ま
そ
の
翌
月
。

一
?
響
額
融
麟
欝
内
る
一
度
当
初
の
見
書
一
一
室
ハ
士
一
義
遺
言
語
壁
画
』
に
も
す
ー
さ
。
新
産
量
の
と
お
一
一
宗
左
官
む
と
き
〕
あ
な

z
i
-

自

i

長
畿
欝
畿
機
騒
鱒
麟
麟
醐
醐
潤
す
一
一
万
一
一
笠
谷
人
と
な
り
、
昨
年
比
二
づ
く
一
最
初
の
新
設
校
と
し
て
普
さ
れ
一
宅
発
足
当
初
吟
十
一
一
義
宗
一
一
一
た
が
新
[
〈
と
う
し
尿
帆
簿
記
く
み
取
り
確
認
伝
言
語
料
納
入

j
襲
撃
鱗
擁
護
鱒
韓
三
十
一
妻
、
八
百
人
が
増
加
す
る
と
み
一
弓
一
散
室
長
約
=
手
重
く
ら
い
の
中
一fi
l
l
-
-
i
l
H
i
l
l
i
-
-
­

議
議
嬢
議
議
離
輯
麟
麟
麟
盟
主
一
て
い
る
。
一
神
沼
地
震
、
人
口
増
加
率
的
鰻
も
お
小
学
校
に
な
る
。
一
襲
撃
受
け
入
れ
翼
配
霊
一
八
室
が
議
さ
そ
い
・
世
話
エ
亘
書
理
棄
罪
八
年
四
月
一
臼

総
欝
議
欝
麟
鞠
麟
麟
麟
離
主
一
す
で
に
、
昨
年
九
主
主
審
エ
高
い
地
区
奇
異
横
内
地
区
詰
一
新
校
合
同
農
コ
ン
夕
立
ー
ト
一
一
一
五
百
二
三
一
揺
に
は
霊
教
室
各
一
九
三
ハ

T
H万
円
一
以
降
出
生
の
号

ト
一
議
議
離
鞠
離
問
明
一
許
可
射
能
時
間
一
一
誤
認
諸
問
起
訴
山
一
望
書
お
訴
に
離
職
轟
一
撃
轟
…
築
中
…
一
刊
誌
門
誌
以
会

議
翠
盤
轟
襲
撃
訓
劉
一
費
い
で
完
成
し
喜
士
。
一
語
が
害
回
れ
る
・
一
を
と
り
い
れ
た
殴
る
い
望
者
一
山
川
一
イ
プ
の
有
資
格
者
一
名
書
式

戦
議
議
覇
舗
覇
鱒
麟
欝
畑
道
一
ま
3

も
な
〈
申
書
き
実
新
議
会
校
時
長
喜
一
塁
在
じ
2

喜
一
言
一
川

8

職
種
で
す
1
i応
募
を
川
一
母
四
月
一
日
以
降
出
生
の

-
5

3
待
機
態
警
警
護
艶
陽
灘
鶴
館
鱒
糠
匂
紘
一
一
一
語
審
襲
・
審
議
掃
、
警
護

総
議
譲
鱗
離
麟
鶴
韓
器
一
君
臨
守
谷
臨
調
嘩
宮
、
、
壁
土
一
市
襲
撃
君
、
喜
重
?
っ
昭
和
十
五
年
四
月
一
日
一
の
免
許
が
あ
る
李
。

。
併
)
欝
欝
麟
麟
麟
麟
醐
畑
一
五

4
7
A
E
E

〈
2
3
1

金
一
パ
ゴ
八
職
種
あ
職
員
を
重
し
て
い
一
品
制
約
百
十
以
上
の
建
霊
一
県
合
同
庁
舎
で

一
議
欝
麟
鱒
麟
麟
詑
一
優
良
工
場
経
欝
生
産
管
理
と
も
鰻
秀
一
尋
問
盟
問
れ
に
監
詩
民
話
回
目
一
消
紡
特
別
訓
練

ク
…f麟
欝
鱗
麟
麟
麟
離
問
問
官
(
一
に
よ
り
申
し
込
ん
で
一
ほ
し
い
。
一
一
日
以
時
室
の
雪
一
市
消
防
宜
野
一
一
一
月
十
吉

5

?
機
撃
鱒
麟
韓
麓

2
2
2

酪
語
、
昨
年
十
一
豆
乙
れ
時
毎
年
市
内
記
菱
自
一
塁
喜
善
喜
一
し
と
お
り
一
語
会
い
ず
れ
も

z
h
p
手
一
③
土
木
庶
務
員
・
高
校
以
主
主
計
豆
諸
事
前
車
窓
口
問
庁

二
ブ
ソ
ツ
イ
護
審
議
麟
離
宮
一
以
来
、
市
内
優
良
工
場
事
警
で
い
一
製
造
主
警
霊
感
禁
煙
持
、
吉
一
賢
官
四
十
五
霊
の
密
定
義
に
一
定
し
て
い
る

2
5
E

寝
室
培2
2
2

串
一
舎
で
時
紡
特
別
訓
練
基
揺
す
る

Q

f
v
i
J
ヌ
議
議
韓
離
欝
:
一
去
の
若
草
壁
度
の
優
良
一
量
管
理
、
言
理
害
関
に
わ
一
慎
重
、
豊
富
豪
霊
長
一
て
は
だ

5
2

込
ん
で
い
る
・
一
覧
会
者
(
町
富
島
一
昔
、
究
室
防
暑
さ
同
庁

い
ザ
7
3

議
灘
轟
轟
襲
撃
一
通
に
決
定
し
た
・
一
た
っ
て
事
よ
〈
で
き
で
い
る
量
一
塁
望
書
選
管
算
一
な
お
、
豊
富
喜
一
互
選
賞
金
以
上
の
警
告
書
雲
、
高
層
ビ
ル
去
を

i
l
f
i
e
i
i
i
h
-
-

一
世
表
彰
し
で
い
る
も
の
。
一
管
、
九
思
量
す
る
こ
と
に
な
苦
言
。
一
程
を
卒
業
し
た
素
ぎ
一
一
室
一
望
し
て
絡
会
、

5
3

品
背
骨
時

A
E
3
4
J
こ
い
師
事
鞠
高
致
一
門
重
工
場
〕
ゐ
罪
事
業
一
る
。
@
電
気
署
員
・
電
気
主
任
著
者
己
責
致
事
安
否
と
同
主
将
人
命
襲
や
救
助
警
展
開
す

品
購
費
用

3
1
z
y
i

説
会
到
詰
〆
一
産
一
一
(
株
)
金
ズ
軍
事
回
f
i
l
i
-
-
1
1

-
M
I
l
d
J
a

白

m
'
1
f
l
i
-
-
H

一
費
二
(
韓
〉
罪
六
五
八
四
土
暴
喜
一
謀
本
語
、
こ
の
ほ
ど
豊
田
餌
皇
、
午
一
前
九
時
む
ろ
、
調
妨
害

訴
i
t
?
!

、7
3
2
i
z
d
A
l

〉
2
2

一
喜
一
金
工
業
喜
重
工
場
建
重
一
一
時
暴
力
整

3
1

投
げζ
一
サ
イ
レ
ン
長
鳴
す
る
が
、
火
災
主

語
舗
署
え
て
配
勾
品
開
坦
薪
金
一
関
郡
一
事
一
〉
@
(
樟
)
霊
長
平
塚
一
み
型
ノ
ズ
ん
ら
考
察
し
ち
一
ち
が
え
な
い
ま
に
ま
妻
、

\
←

l
T

属
議
者
七
五
)
@
古
河
特
殊
一
新
兵
器

d

げ
こ
み
劉
ノ
ズ
ル
ら
一
春
分
の
臼
も
ご

問
問
和
四
十
基
度
望
書
貌
・
都
一
た
だ
し
、
重
量
豊
一
平
八
年
一
襲
撃
長
じ
た
票
、
そ
の
年
五
属
工
業
(
株
)
八
幡
一
宣
言
地
一
議
長
む
ボ
ン
ベ
宇
+
利
用
し
た
も
の
一
;

言
葉
は
、
喜
一
一
十
九
年
到
来
六
一
度
語
警
ち
っ
て
諌
税
霊
懇
告
一
度
の
課
税
標
準
額
と
な
る
。
一

1
1
1
1
1
1
9

一
で
、
ノ
ズ
ん
に
喜
三
か
ら
五
言
一
み
収
集
し
ま
す

年
ぶ
り
の
話
番
え
と
な
っ
た
が
よ
」
一
る
の
で
語
調
整
は
な
い
。
立
、
、
可
都
市
詰
税
・
都
市
計
画
苦
昭
和
一
…
新
保
険
証
が
山
一
詰
詰
記
説
要
印
裂
世
零
寺
ア

ξ
5、bり
品
由
雪
吉
、
輯
毒
射
宅
一
に

L主
よ
つ
ぞ
て
一
溝
滞
}

増
霊
加
す
る
毒
の
を
高

ι防
防
ぐ
た
員
め
宍
、
重
謁
霊
務
一
童
で
毒
重
鋳
竺
一
期
器
は
閉
胃
月
だ
雪
つ
た
芸
が
、
五

i京
ヱ
一
了
了

Z

し
、
語
額
と
義
諌
襲
割
寵
槙
霊
車
喜
額
が
語
向
一
…
ピ
シ
ク
色
に
…
竺
一
い
つ
毛
も
の
。
一
怒
れ
ず
に

搭
童
置
警
を

E

と
る
ロ
乙
詰
の
-
重
重
露
霊
整
聾
に
と
豆
年
霊
度
分
詰
は
、
こ

2
由
士
迄
勉
の
皇
負
重
舘
醤
語
霊
盤
華
菊
一
額
警
と
な
雪
つ
て
正
い
る
@
し
主
#
た

ι
が
っ
て
四
一
ー
一
瞬
射
距
離
も
長
に
も
及
ぶ
も
の
で
一
市
民
議
望
書
、
一
員
二
十
一

よ
っ
て
一
室
襲
撃
増
加
さ
れ
警
官
Z
S
3

一
十
五
霊
室
長
著
れ
な
い
一
四
号
室
露
目
喜
一
こ

C
M
ノ
ズ
ル
主
張
官
会
一
白
書
留
の
警
の
と
み
一
室

長
告
別
裂
の
と
お
り
。
一
四
年
昔
、
第
一
号
車
は
豆
長
襲
撃
蓄
が
な
い
。
京
、
ピ
ジ
タ
色
の
喜
涯
と
な
る
。
一
四
方
八
方
に
事
す
言
白
。
一
業
は
平
常
ど
お
り
実
施
す
る
。

乙
の
最
重
量
と
は
、
要
資
(
五
月
一
日

5

六
月
互
に
変
更
と
一
し
か
し
な
が
ら
、
ち
か
く
税
法
四
一
塁
需
宮
保
険
証
の
有
効
期
一

g
d

兵
器M
基
調
で
も
富
一
皇
室
に
あ
た
る
家
庭
は
、
語

審
会
市
計
翻
宮
妻
、
蓄
額
一
な
る
。
一
政
庶
に
去
、
お
の
改
正
警
お
五
は
買
い
っ
ぽ
い
で
、
長
年
金
譲
一
て
白
霊
的
苦
宅
起
き
あ
が

D

一-
hれ
た
場
所
に
芸
品
な
く
。

い
単
語
続
税
世
界
む
了
一
回
、
都
市
一
マ
個
室
襲
雨
量
襲
は
一
一
一
十
一
け
る
負
担
譲
掻
置
が
と
ら
れ
る
予
一
語
、
来
月
か
ら
使
用
す
る
保
険
事
一
ダ
ル
マ
最
煙
者
利
用
、
量
句
集
一
一
一
月
議
空
豊
富
四
期
誌

記
問
視
は
一
白
好
の

O
二
百
乗
じ
ザ
パ
件
一
九
年
波
句
評
姉
替
え

J
Lと
も
な
い
、
一
定
で
あ
る
。
四
十
五
郎
度
以
降
白
諜
一
帯
芦
番
克
作
業

ι
T急
い
で
い
，
制
。
一
で
は
い

4
U
Mも措
て
お
け
可
能
1
-
q認
が
火
一
納
期
で
あ

υ
、
ま
た
四
十
四
年
惨
叫
ん
恒

員
が
そ
れ
ぞ
仙
の
税
額
と
な
る
が
、
一
と
ら
れ
た
諸
説
世
帯
…
護
室
長
一
和
締
結
額
は
回
定
資
減
税
と
同
様
、
一
三
円
以
一
一
十
一
円
ま
で
に
!
ピ
ン
ク
色
一
災
に
よ
一
翁
削
除
員
い
か
接
近
品
重
一
の
円
で
も
ち

2

日
E
V
E
-

て
蓄
が
急
警
…
増
一
続
し
だ
い
る
。
し
た
が
っ
文
平
一
平
埴
山
町
警
は
了
一
長
か
了
一
の
草
険
事
案
俸
に
郵
送
す
る
町
一
雨
雲
い
は
、
構
造
[
止
さ
脅
な
に
お
泣
く
の
丹
、
需
主
的
岩

手
室
長
ぐ
た
め
、
亀
山
林
←
需
の
煽
告
は
了
一
一
語
、
了
一
容
量
語
筆
宍
そ
れ
ぞ
れ
一
究
費
一
日
か
在
、
襲
警
岳
地
内
に
も
役
立
会
事
と
な
り
と
に
忘
れ
ず
に
納
め
て
ほ
し
い
・

そ
の
他
の
土
地
に
、
毎
年
一
宮
署
一
:
語
案
じ
た
第
四
十
季
語
一
撃
の
課
税
標
準
額
長
じ
た
第
一
使
っ
て
ほ
し
い
・
芝
、
一
一
言
一
干
一
一
ば
と
い
粉
火
活
動
が
で
き

ζ
と
で
一
な
お
、
手
数
料
の
お
が
あ
る
と
四
ん

で
課
税
霊
類
選
議
し
で
評
碕
聖
一
課
税
標
準
額
と
な
る
。
以
能
、
軍
一
そ
の
告
諜
税
標
語
と
な
る
・
一
円
ま
芝
護
霊
白
扇
か
な
い
人
は
一
注
目
さ
れ
る
・
す
か
ら
む
く
み
取
り
襲
孝
義
D

一

近
ヲ
け
る
蓄
を
い
えL

一
初
年
度
の
課
税
様
車
掠
前
記
の
角
保
融
年
轟
に
需
を

7
2

・
日
す
る
乙
と
が
あ
る
の
で
む
注
意
を
。
一

13 

で
ヴ
ハ
タ
i

ト
の

もっ子L

塑おとな…3∞円鰻こども…100円滋老人口・200円

額死亡…50万円冨負傷…15万円-5 千円翻受け付け…市役所、銀行、農協

劉加入…いつでも (4 月 l 臼 -30日は毎年予約期間)
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民生部
市民諜

母
子
揺
祉
資

金
の
利
用
を

い
ま
、
福
社
事F
J間
保
護
課
山
守
山
、
一

家
の
主
柱
ぞ
此
〈
な
っ
た
母
チ
軍
慰
ケ
援

助
す
る
母
子
一
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
な
っ
て
い
品
。

位
向
し
付
け
の
対
象
者
は
、
。
二
十
歳

以
上
の
用
語
且
宥
扶
躍
し
て
い
る
記
偶

者
の
な
い
女
子
と
、
そ
の
扶
碑
弔
さ
れ

て
い
る
一
手
ヰ
帝
京
市
閣
の
氾
章
。
@
二

十
語
未
満
山
バ
λ
母
の
な
い
思
考

マ
就
職
支
一
度
資
金
ニ
万
五
千
円
、
一

年
据
梱
眠1五
年
以
内
償
軍
用

6

マ
修
学
資
金
・
高
校
月
額

L
千
五
百
円

れ
へ
一
伊
丹
額
一
一
一
千
円
。
伯

i
特
別
貨M
N

ヤ
就
学
支
日
間
X
A
m
金
網
一
一hr
R千
円1
革

業
捷
六
か
一
月
抵
皿
問
、
十
年
以
内
償
還

時
お
に
商
店
詑

業
員
の
講
習
会

市
L
F弱
工
会
談
所
、
県
閥
上
指
導
所

平
協
叫
支
所
共
催
の
商
屈
従
業
員
一
講
習
会

が
、
一
一
一
月
十
六
日
(
月
)
午
接
一
時
か

ら
日
本
勧
業
輯
行
平
塚
支
店
一
一
暦

A昔
話

室
亡
開
催
さ
れ
る
。

Y
7
1
マ
・
講
帥
①
『
離
吉
が
い
の
あ

る
仕
事
を
す
る
た
め
の
商
店
従
業
員

と
人
間
関
係
』
言
論
斜
学
研
究
所
常

任
恕
事
齢1
庫
之
民
、
@
『
出
叫
返
革

新
時
代
を
弟
一
rえ
た
中
小
商
店
従
業
員

白
、
公
堪
え
』
抽
問
題
止
指
導
所
平
塚
支

所
阿
部
一
一
議
民



義
代
金
主
輔
の
控
翻
り
』
平
欄
嬉
代
盟
議
田
明
子
宰
ん
(
金
扇
欄

λ

金
)



平
塩
も
、
大
野
、
中
原
、
神
山
吋
加

叫
則
氏
空
中
心
に
山
出
頭
数
が
捕
加
す
る
ば

か
p
o
新
学
期
は
一
一
士
一

U
頼
、
ハ
お

/
人
増
と
な
る
と
い
う
。

一
し
か
レ
、A
F
J
n

庭
内
航
船
と
し
て
、

U
「
敦
向
施
山
ほ
の
僻
偽
丸
事
、
」

h
T泊
ω
ひ

ル
と
つ
と
し
た
ほ
ど
ζ
れ
に
力
秒
一
入
れ
た

一
お
か
げ
で
、
品
明

4
1
つ
ぎ
つ5
と
今
枝

一
施
点
刊
か
山
ん
品
川
し
た
。
亡
れ
で
一
午
校
内
鉄

工
的
目
立
、
h
r
安
田
1
s
r
u
診
、
い
M
F

主
イ

[
/
A
r

冷
じ
一

J
q
c
c

一

一
校
す
い
一
一
人
一
弥
と
ま
汁
伸
か
え

一
円
上
}
構
内
市
事
被
同
十
一
符
産
に

…
者
ま
っ
た
「
過
半
玖
城
の
持
崩
成
」
に

…
よF
サ
最
初
の
新
北
校
。
県
出
包
倒
的
関
抱

一
な
ど
の
氾
甫
々
収
笥
、
る
こ
と
に
な

U

一
神
山
間
小
学
校
か
ら
四
月
に
分
動
向
は
す

…
司
令
と
り
や
凡
ず
イ
二
一
一
年
離
だ
が
将
武

…
は
と
サ
学
級
ぐ
ら
い
に
な
る
。

一
{
者
}
金
蝿
中
学
校
市
町
中
営
利
の

…
な
か
で
な
た
一
枚
、
戦
後
町
中
小
九
制
不
起

時
の
木
村
で
唾
て
た
校
骨
ば
か
り
だ
っ

(42) 

F
Z
U
h
f
、
改
築
の
土
干
は
じ
め

ι
し
て
、

八
教
露
目
拡
筋
コ
ジ
ク
』

1

ト
一
一
一
港
建

て
が
で
き
f
E
Cと
し
の
車
業
技
も
一

か
月
間
だ
が
、
新
校
告
で
大
置

mぴ
だ
。

門
左
]
祖
小
学
班
新A高
酬
は
一
一
学
級

増
え
て
一
ヰ
ー
八
学
級
と
な
あ
の
で
、
普

通
教
祭
ハ
敷
中
認
を
整
備
し
た

1
ζ
こ
は

市
内
で

給
食
共
闘
調
麗
場
か
ら
の
組
長
を
、
記

購
察
知
「
￡
構
車
で
各
塗
に
選
べ
る
。

【
一
ト
}
神
田
小
朝
続
爆
内
翠
動
繍
学

親
増
が
識
し
く
、
構
内
小
に
分
議
し
て

も
な
お
み
ベ
て
、
講
堂
が
仇
院
建
物
に

認
定
さ
れ
た
の
か
機
に
法
第
し

τ弓
新

し
い
壁
拘
は
、
原
根
か
鉄
骨
で
な
〈
、

山
内
甘
ん
は
じ
め
て
の
耕
筋
コ
ジ
タ

y
i

ト
板
組
玄
武
在
採
用
し
た
。

門
中M
問
題
内
選
動
場
の
内
部
天
井

が
盛
田
な
の
交
官
祭
器
果
が
よ
い
と

い
う
刻
採
が
あ
る
。
久
丸
一
一
笠
防

M円
学続施設フぎつぎと完成

郡
市
開

抗
輯
伝

執
‘
一
十
四
凶
神
社
川
県
お
山
対
抗
駅

伝
四
閉
店
六
〈
ム
は
、
一
月
八
円
小
田
佐
肱

j

相
慎
嗣
閉
じJ1
μ・
一h
J
仁
明
ト

十
七
ナ
I
ム
の
摘
鋭
で
争
わ
れ
、
構
航
れ

山
に
つ
い
で
本
山
チ
!
ム
が
涼
慢
併
に

揮
い
h
L
V

竹v
v戸
川
蝉
凸
'
附
間
航
山

3

時
間
四
分
日

私
、
準
優
勝
中
山
城
山

4

時
間
部
分
間

事
(
井
川
尚
武
、
小
持
博
孔
、
内
藤

指
定
、
飯
百
件
以
、
内
藤
勝
彦
、
加
藤

田
眠
、
新
藤
忠
、
思
原
勝
志

)
u
h川

川
掛
山
、
同
校
藤
沢
市
、
エ
刀
仲
戸
小
田
原

市
、
以
下
茅
ケ
崎
市
、
業
野
市
、

相
模
原
υ
川
、
上
部
、
中
部
、
厚
よ

品
、
横
靖
賀
巾
、
揮
久
舟
郡
、
大
和

市
、
高
所
都
、
下
邸
、
鍋
倉
市
の
成

績
。輔

ム
ー
シ
力
ッ
サ
ラ1ズ
優
勝

門
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
}
平
塩
パ
ス

ケ
y

ト
ボ
}
ル
組
合
溝
型
干
構
え
な

一
一
月
十
八
、
二
十
五
包
む
両
日
、
見

附
台
部
宵
館
に
お
い
て
明
子
二
寸
一

チ
一
}
ム
、
女
子
K
U
4
7
1

ム
が
事
加
、

開
閉
僻
さ
れ
、
男
子
は
ム
ー
ン
カ

y

サ

ラ
1

ズ
、
な
干
は
吉
塚
夕
日
フ
ブ
カ
優

勝
し
た
。
男
子
←
一
一
位
十
人
野
ク
一
フ
プ
、

女
γ
一
伎
は
高
浜
高
校
A

。

瞳
舞
子
単
は
滋
賀
艶
さ
ん

〔
車
出
期
}
第
十
二
阿
一
一
会
長
杯
串
帯
卓

球
大
人
間
は
二
月
一
れ
日
、
見
街
角
体
育

館
に
閤
山
手
二
日
午
一
ハ
十
人
、
客
茎
白
人

の
選
手
で
熱
戦
、
成
績
は
次
の
と
お

h
u
y
。マ

男
子
単
・
俊
勝
加
賀
一
行
(
相

模
乙
一
一
一
位
川
出
話
也
古
川
桜
山

谷
孝
(
事
沢
山
〉

マ
男
子
被
・
優
勝
加
面
目
支
、
本
間
組

(
相
醇h
y
v一
一
位
高
山
、
常
常
組

マ
ぷ
字
離
・
晋
騨
徐
慈
草
子

2
1用

ク
)
一
一
位
上
村
薫
(
江
南
F
U

[
一
一
位
犬
一
一

m川
朝
子
〈
卓
喪
ク
〉

マ
京
子
被
・
樺
藤
原
、
佐
々
木
組

袋
詰
時
寸
心
ご
痘
伊
藤
、
上
対
行

〈υ
雨
ク
ソ

盤
平
商
高
の
織
戸
さ
ん
に
組
事
誕

門
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
]
照
ト
高
校
.

ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
か
月
←
日
、

〈
平
向
)

マ
車
同
事
後
霊
凸
平
商U

男
3
4
Aブ
ロ
y
p、
広
瀬
息
子

商
〉1
年
B

ブ
ロ
y
p
、
原

〈
車
問
仇
)
問
む
プ
ロ
グ
夕
、
真

智
子
(
平
高U問
ブ
ロ
ッ
ク

マ
準
々
祝
勝
進
出
・
杉
山
凶
己
一
佐
子
、

武
井
再
甘
美
1
諸
選
和
代
、
明

平
野
睦
子
以
上
高
慌
高
、
日

〈
平
商
)

盟
揖
子
A鰻
輯
は
唇
奔i

輯{
軟
意
庭
輯
}

日
品
平
事
」
九
企

ι川
一
一
刀
寸
引
日
、

合
体
荷
舘
に
尚
子
人
一
的
挙

加
、
開
酵
点
れ
結
問
問
は
次

m

マ
一
般
男
子A一
種
勝
少
点
、
品

組
〈
期
間
ク
)
一
夜
中
井
、

組
ハ
謝
嵩
タ
)

マ
一
世
場T
B俊
勝
妄
谷
川
、

組
(
白
綾
)
一
一
一
位
安
永
、
担

(
市
館
所
)

マ
一
般
玄I
T優
勝
打
脂
血
、
問
中

(
混
同
ク
ど
一
位
市
媛
、
醐

(
湘
南
ク
)

マ
高
校
間
子
揮
臨
吟
惜
し
沢
、

(
嘉
野
高U一
む
高
輔
、
協
組

甫
U

円v
高
校
女
子
揮
臨
時
・
四
一
補
、
相

(
高
浜
〉
一
一
位
飯
塚
、
山

露
政
悪

11 
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市
教
容
体
背
評
で
は
、
市
民
の
み
い
。
時
間
に
し
三
一

O
秀
位
、
安
全
な
近

な
さ
ん
が
一
人
で
も
多
く
ス
ポ

l
y
G

体
力
つ
〈
幻
運
動
・
ま
た
、
見
附
く
の
議
を
大
い
に
数
揖
し
ょ
っ
。
ま

に
親
し
み
、
楽
し
み
な
が
ら
部
刀
を
合
体
誇
館
で
ほ
、
巴
・
月
曜
日
控
除
た
地
区
の
品
砕
く
運
轡

L
も
ぜ
ひ
参
加

つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
市
民
ス
ボ

l

い
た
議
院
、
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
在
。

Y
教
護
白
臼
を
は
じ
め
、
種
々
の
体
ま
だ
時
カ
ワ
く
り
運
動
を
行
な
っ
て

O
捕
人
テ
ニ
ス
教
室
・
釘
通
木
櫨
日

背
草
書
留
し
て
い
る
。
あ
な
た
い
る
。
だ
れ
で
も
重
る
軽
ス
ポ
ー
の
午
前
中
、
見
附
台
普
崎
議
人

白
健
康
を
守
h
u、
促
進
さ
せ
る
ス
ボ
ツ
に
一
安
族
ぐ
る
み
で
し
警
却
し
て
品
て
テ
ニ
ス
教
案
夜
間
闘
い
て
い
る
。
テ
ニ

1
Y
に
ぜ
ひ
事
加
、
ス
協
会
か
ら
の
指

章
。
与

P
ν
》
工
う
お
ま
民
睡
眠
導
者
が
望
レ
て

O
市
毘
ス
ポ
ー
ツ

6
t
;

〆
i
w

義
制
E

字
書
〈
れ
，
唱
。
マ
マ
さ

鞍
盤
の
自
・
揺
月
陀
日
、
〆

3
p

、
‘
。1
F

ん
き
ヌ
も
長
し

第
一
一
帯
第
四
月
曜
渇
河
1

」

V
v
ノ
オ

I
i
o
/

い
も
の
。

臼
泊
二
銅1
午
後
。
揖
〈
合
穏
成
・

}
時
か
ら
八
一
裂
な
需
産
青
は
よ
用
具
は
資
し
て
く
れ
る
〉
悼
力
的
向
上
義
援
を
門
主
主

鰐
張
、
唱
で
襲
員
、
市
民
の
み
利
用
言
語
、
宣
告
〈

E
5
2

グ
ル
ー
プ
が

な
さ
ん
な
ら
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
ん
ロ
必
せ
て
収
レ
い
。
誕
生
℃
た
。
m
O歳
以
上
の
男
女
で

卓
球
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
ド
ミ
(
苦
・
一
二

O
五
七
・
一
一
む
六
O
)
山
内
在
、
事
お
な
ら
だ
れ
で
も

ン
ト
ジ
な
ど
の
築
制
軽
ス
ポ

l
y
は

O
世
〈
蝿
動
・4Pく
こ
と
は
健
康
を
加
入
で
き
る
。

も
ち
ゐ
《
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
民
守
る
の
に
も
っ
と
も
身
近
か
な
運
動
〈
わ
レ
い
こ
と
は
悼
宵
謀
に
渡
結

踊
に
も
グ
ル
ー
プ
で
む
利
用
く
だ
さ
の
一
つ
主
あ
る
，
一
日
に
約
二
キ
口
〈
だ
さ
い

(
T
E
Z
-混
一
一
一
Q
ハO
)

糊敵輔
柄

。
“
E
E
E
-

』
V
O
併
+
o
o
a
z
e
a
w
o
ψ

店
側
一
一

2
9
1
0
2
4
2
a
E
φ
a
1
6
8
0
0
h
w
o
o

品
Z
I
v
o
-
-
o
a

轟
輯
瞳
趨
曹
宮F

〉
一
ζ

む
つ
ぎ
な
あ
に
山
中
盤
一
町
に
き
た
ヘ
ラ
ジ
カ
ス
ト
ン
グ
一
お
お
き
く
な

D

す
ぎ
存
主

両
一
4閥
単
l

五
年
ブ
討
の
ト
タ
一
ヒ
ゲ
一
塁
一
企
否
定
の
べ
会
ブ
ァ
1

ジ
ョ
ン
一
お
ひ
と
よ
レ
囚
オ
オ
シ
カ

i
z
z

豊
富
盟
〈
一
平
塚
武
一
一
一
ち
い
さ
い
お
し
ろ
マ
ル
シ
ャ

1
F
一
色
さ
少
3
2
2

一
雨
量
一
な
み
だ
ま
け
史
川
口
章
一
マ
ダ
ヌ
ス
と
害
百
ベ
テ
ル

y
ン
7
4
普
通
な
い
か
台

苦
れ
て
い
る
と
一
一
一
一

一
向
指
一
陣
痛
野
常
一
一
一
に
い
ち
ゃ
ん
様
性
佐
野
区
戸
時
第
一
青
い
オ
ヲ
ム
の
秘
街
ロ
ヲ
ジ
イ
一
ド
リ
ト
ル
先
生
と
か
い
夕
、

じ
不
備
が
あ
っ
た
い
山
一
弱
遊
一
言
雪
崩
嘩
主

j

華
客
一
一
恐
怖
棋
の
秘
密
ケ

l

干
一
天
を
も
ち
あ
げ
た
ヨ
ン
マ

一
ビ
ー
バ
ー
の
星
中
川
村
尋
問
男
一
太
陽
と
つ
る
古
の
敵
摂
m
mけ
い
子
一
自
い
戦
輯
ん
ブ
ル
一
し
ず
く
の
ぼ
っ
け
ん

〈
す
よ
う
さ
れ
こ
、
。
一
一
一
一〉
一
プ
チ
コyト
判
へ
い
く
官
藤
美
紀
夫
一
一
艇
と
口
笛
平
繁
深
川
副
山
一
宇
宙
由
呼
ぷ
声
ハ
イ
ク
イ
ン
一
吉
り
き
り
の
ぜ
ん
ベ
ト
さ
ん

一
タ
ブ
ー
の
勘
中
島
千
恵
子
一
季
語
富
弘
一
え
己
留
の
あ
手
工
地
メ
イ
ン
去
に
き
っ
た
や
ま
い
む
主
主

一
お
ば
け
笠
玖
柚
良
夫
一
自
い
鼠
宵
山
山
伸
子
一
円

V
酔
本
ム
一
き
ょ
う
臼
ゅ
う
わ
お
や

ζ

支
っ
て
み
な
さ
い
草
野
一
霊
長
船
室
延
さ
も
り
へ
か
え
っ
て
き
た
お
お
主
一
わ
に
が
ま
ち
に
や
っ
て
き
に

一
撃
の
p
q
7船
川
村
た
が
し
一
元
な
の
広
掲
み

y

ヘ
ル
ス
一
宮
た
か
ぜ
と
た
い
去
一
吉
つ
ね
む
よ
め
む

布
制
記
念
日
て

4
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各公民館 C申し込み人

員の多少によD 決定コ無料。

盟申し込み方法・住所、民名、世帯
主名、生年月日、電話芸番号を現J己、

市衛生諜へ。 3汚2013 までに“。

TEL 22-1700 内線 233

認曜日丹念慰

霊休診の急患者E紋うため、平塚
市底部会は策海道組主持に交代診療

制度を申し合わせている。
輔揮 1 ・揮3 回礎自は南担'IØ"，ffi苦
輯揮 2 ・揮4 日掲瞳自は北側￠医説炉

原烈として診震に応ずることになっ
ている。 r原則であって都合によ白
変更もある。目躍Hはあ〈まで休診

討であD、診療は緊急患者に限るJ

とされている。
盟共演炉軍務". .• C32.Q195Uコ
曙平揮市民輯競 ι32届 0015)

輔済生金購読 (31局 0520)

輔寄築聾封書官焼。芯 く21局O品61

覇軍富田病競 "… (21笥0570コ

..吉富民ぜき・ジフテ口ヤー破傷盟主φi
輯対同 C第 1 期:陪和44 ・ 5 ・ 1 臼 j 
~自召和44 ・ 10. 31 臼に生まれたも i 
ので 1 田も接穏していない子 (2 i 
丹、 3月、 4月と 3@接種コ、 i 
E告書 2鍛コ昭和43 ・ 5' 1 日~沼 i 
和43' 10 ・ 31 日に生まむたものと i 
昨年の春、第 1 期を完了している i
ものく2 丹、 3 月、 4月のうちの i
いずれかに 1 屈だけ接種コ i 

臨時罪事・ 13時30分から lGEさまで。;
盟巡盛田寝 ζ2fêlめコ i 
3月 16日金日公広館金自公民館 i
ク間報公広館護団公民館;

タ 18臼土f勺[ザ刊怨公民館 j

夕 刊臼 紀前五日民俗箆-，一見公民 i
吉宮 i 

タ 20日付H_'y色、館八腫公E主館 i
? 23日 !日百三官公民館横内集 i

ぎとi沼仁棋凡図的 l

ク 24日 %"~芝公.F"， trd 机京公民館 1 
4少 25日花水公広館 i 
タ 26臼民江と員迫 i
輯巡厨箆稜仁3臨めコ 4月 9 13 1高蹄公民主日 富士見公民
4月 8 日企回会l'C館金巴公民舘: 宮官

�' 7 臼 出原公民館豊田公民館: &- 108 枠密公民館八幡公民館
タ 8 白土沢rjコ苧校旭公民主官! �" 

町議軒軒宅 V 12 原箆逢マつ
17 '* m了~~ヤ軒町土下トて提

出i;lizifiiz! 
提馬 J8 宿てノ 軒家マママ fi:jJ 
3 入ヤ軒。常て 7 中頴桜 軒
軒 6 中 章子の紅ヤ車rm 訪ケ に
軒堂ヤドJ 持出す百?丘ー

マ 言者マ{)'歯ャ前F Ï4 宮
タマ軒花、天軒 10 厄丁 γ 軒軒
梅代町沼軒
ケ官マ 12 百てア

瞳対象・詰召和44 ・ 8 ・ 113~沼和44

• 12 ・ 31臼までに生まれた乳氾
盟時筒・午前9時~1叩寺30分まで

関巡霊童図重量

3月 14臼金自公民館

夕刊日古沢公民館

タ 1713 神田公民館
9 18呂 !日四之宮公民館
�' 19臼松原公民館
ク 20臼 城島公民委宮

ク 23包豊田公民館
ク 24日 j自公民館

タ 258

l' 26包

'" 27臼真土公民熔

藤本鶴ーちゃん
ふ己もとげんし、ち

官tt所真土 424J!番地日本ゴジ

ヨナノレ金鵠仁詩コ大磯工場勤務

の静ヌ転勝了さんて29コと蓑麗江

さんて24) の長関・生後6カ丹
身長68持、体重2・2 "，""ι滋起きの

よいおばあちゃん子、自動車に

のせてもらうのが大好書、自動

車にのると泣いているのもピタ

!)ととまるほど。ママは且lZYc、
パパは横須賀市出身。広報紙に

掲載する〈赤ちゃん〉今月は応

募43人のなかから2 月23臼、広
報課長が拙せん、健ーちゃんに

決まった。

〈応轟〉官製はがきに住所笥父母G口氏名・(ff;
-毅の咋齢・電話番
応募ぷ 1 年未満￠耳、

募集
号・父続ι職、金書いてお出しく

ちゃんに限 r ます。

掴あて先・平塚市浅間&J 自主宰 1号・平塚市役所広報諜赤ちゃん

募集冊。闇毎月f官官んのうえ、一人ずつ広報紙に掲載、記写
真と市去の色祇 .1畠栽広報紙10部を差しあげます。 く広緑膿コ

@希望者はどなたでもお気較にφ

4月 2 臼仁木コ 金目公民館

? 3 尽く金〉 旭公民館

�" 48 (土コ 中原公民館
". 告白仁丹〉 土屋公民館

l' 7 臼く火コ 金毘公民館

タ 8 日 α。 吉沢公民館

夕 日臼仁木;コ 主揺る公民館

9 
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人口組数 158 ， 903人
世帯タ 39， 921世帯

Tb焼酎揖 67φ88正m建

前月比tlt借地 102世帯

タ人口唱 313人

市街地 74 ， 876人09， 71l世帯〉

コミ ~年 ::;7, O;):J~シ( 8, 866 -7 ) 
量豊 田 2,031 ~シ( 727 '*'コ
神田 12パ04ク( 3,154 '*' , 
城島 2， 302 ク( 497 ~少〉
I向指守 2 ， 427 ク( 566?) 
金部品749 ~吋 935 .9 ) 

旭 11 ， 0 壬7 ，シ( 2， 742 クコ

土沢 4， 117 タζ804 ? ) 
金自 7，897 ~シ C 1,919 ~少 J

(45.2 唱 1 日現在コ

生涯あ斗具帯主〈徒とし工技

1661 会的lこ活動し
日司泊H昨、 '"柄 1.拘綾・穴住
3耳吉田内と l京:)、三割問む工学

校昔前金は心Jで"こ出技1ノた。 i司
校は:足に鉱山内におけるcþ等
学校白域輿為すものであると

ともにkiJ佼剥有のよ県立平塚農
業高校・県、1..;宇野高校・県立平

塚E語学校・~)て、F盟主抑学校の源
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明治21丹、ず~\1. l (主用金白書苗/
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寅治
若草稿 購腎

今好ては、宮E日寅冶勢力"手;天さ

れて32年となる。昨勾三f宅金呂の
き苦俣15，郎先主主がよぎJらして締まれ

た宮田翁総tr.ミを拝見する。機会
在得て、いまさ

在覚えたe

宮EfI寅治:立、芸書ノk7年 0854
tコ間金目の;v:-宝I濠寓自家にとE

まれ、生年の甲主主にちなんで民

治と金名された。

現在、金芭鋭沼堂光明寺に架

蔵されている銑限版大般主主主主6叩

告はかれが由設むとき向霊安によ
って本前号さオUごいる力三ら、 !i\ ~n

E患い空夜間であることがむかる。

日島冶の改革時代に宵今北宇{巳空 l も有ろである.

迎;;.:/:ニかれは、若〈して[自主手心 j その他、川止とともに神主，111
に燃え、南金自の地に口語学会と!照度合と料、l.L、眺乾にも大き

呼ぶ研究機関在設けたという. I な児既じたことも);;';10九

間冶18年、 32歳で神%.::})!t~1公!ない。

議開とな口、島田三三郎亡1852ー| 昭和;3'1'に1938コ 10月 12 白、

1923) を識争におよんで精神的 185授で没したが、高潔で樟大な
長i事受げ、同年10月横渋滞岸 i かれのぷ、工、あらためて縞さ九
教会で受した。かくてかれは i なけれ!まなら与い。
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畠浮朝市南金患の王ま綾!こ篠田寓i会議./)喜容がある

⑫集会/子宮民セシ

女一部9 障害

命持参するもの/
弁当、水鯖

@毘奇襲持鶴/9 時

~13鴻30分まで

毒事はきもの/ズッ
クなど

畿コース

おおとうさま一大融問屋聾場の跡一大還寺一趨瞬藤村の蓮華
輯車臓の碑一瞬.:ûj沢一大酷駅
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